のが、 番をして 売って 居ます。 絶えず 降り積もる 雪が 

地面に たま つ て 根の 無い 樅 を 挿し 並べ て 幹 を 直立に 保 

たせて 居る のです。 

さて、 いよいよ 私が ベルリンで 経験した クリスマス 

の 当日に なりました。 朝、 一番 早く 私の 扉 をた たいた 

の は、 家主の 娘さんでした。 娘さん は、 国から 国へ 渡つ 

て 歩く レヴュ ー • ガー ル でした。 娘さん は、 その 時ス 

イツ ツルの 雪 娘に 扮 する 時の 着物 を 着て 来ました。 純 

白に 襞の 多い 着物と、 頭の 白い 花の 冠が 非常によ く 似 

合い、 私に 持って来た クリスマス. プレゼントの チヨ 

コレ— トの 箱の 飾 リボンの 縁が、 清楚に うつり 合った 



猫の 首 まきへ 私が いっか 教えて やった 〔# 「やった」 は 

底本で は 「やった 匕 日の丸 を 真似て こしらえた 小さな 

日章旗と 独逸の 旗 を ニ本揷 して 来た。 そして —— おね 

えち やま (外国人に は 東洋人の 年齢が なかなか 解ら な 

い) はい、 クリスマス と 言って さし 出しました。 

私 は あんまり 可愛 ゆくな つて、 日本から 持って行った 

藤の 花 を 描いた 日傘 を揷 しかけて 返して 上げた。 これ 

も あとから 思えば おかしな 贈物。 

午後から は、 男女 まぜ こせの ベルリン 大学のお 友達 

が 沢山 来た。 日本の ごもくめしの 好きな 連中でした。 

夕方から、 そのな かの S という プロレタリア 党が 「俺 



達の 教会」 へ 私 を 連れて行こう と言うの です。 すると 

N 嬢が 、その 前に 百貨店 の 飾 窓 の クリスマス ニァ コレ— 

シ ヨン を、 私に 是非 見せ 度い と 言い張りました。 プロ 

レタ リア 党 は、 じ や F ちゃん N ちゃん T ちゃ んプ チブ 

ル党 だけが 行って 来な。 俺達 は茲で 疲れ やすめ だ (ク 

リス マス 前夜の 賑 かな 労働者 街の ダンス ホ— ルで 踊り 

明した のでしょう。) と 言って 椅子の 背へ もたれて し 

まいました。 

諸 嬢と 市中へ 行く。 世界的 百貨店 〔# 「百貨店」 は 底 

さら 

本で は 「百 貸 店 匕、 ウェルト ハイムの 大飾 窓に 煌めく 満 

天の 星、 神木の 木の 下の 女神 を 取 巻く 小鳥、 獣類、 人 



こども 

間の 小児、 それら を 囲る 幽邃な 背景が、 エンジンの 回 

転 仕掛けで、 めぐる、 めぐる。 次 はへ ルマン -チ エツ 

ッ 百貨店の 二三 町 も あり 相な 延大な 飾 窓 は、 殆ど 実物 

大の 小屋の 数 層 を 数多 見せ、 サン タク 口 ー スが壮 厳に 

ある 屋根から 降りつつ 見る 下の 此処 彼処の 家に、 小児 

が 贈物 を 待ちつつ 眠る ところ、 何れも 豪華に 独逸の 精 

力 的な 重大性 を 見せた ものです。 

「俺達の 教会」 では 思わず 吹き出し、 そして 感心し ち 

まった 何とお めえ 達そう じゃあね え か、 信ぜよ、 

そして 働け よ、 だ。 —— これが プロレタリア 牧師さん 

の 言葉。 聴 手 は 勿論 プロレタリア 諸君。 夜 は 医科大学 



生 F 兄弟の 宅へ 招 ばれ、 素晴らしく 大きな クリス マ 

ス • ッリ— の 下で 御馳走に なリ 乍ら、 医科大学の 教室 

でつくる ッリ— へ かける 飾付け は、 人間の 心臓 や 肺、 

その あらゆる 人体 諸 臓器の 形 をボ— ル 紙で 造らえ て 

色彩 をつ けた もの だと いう 話な ど 聞き 夜 を 更かし まし 

た。 
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